
町
長
動
静　

１
月

４
日　

仕
事
始
め
式
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

長
島
町
成
人
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

５
日　

長
島
町
消
防
出
初
め
式
（
鷹
巣
運
動
場
）

７
日　

県
庁
等
年
始
あ
い
さ
つ
回
り
（
県
内
）

８
日　

新
春
政
経
懇
話
会
（
鹿
児
島
市
）

９
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

12
日　

城
小
っ
子
育
成
支
援
隊
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
祝
賀
会

（
城
川
内
公
民
館
）

13
日　

韓
国
吉
祥
面
親
善
訪
問
団
歓
迎
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

14
日　

韓
国
吉
祥
面
親
善
訪
問
団
視
察
同
行
（
町
内
）

15
日
‐
18
日　

魚
類
販
売
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

19
日　

す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

21
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
長
面
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

国
土
交
通
省
鹿
児
島
港
湾
整
備
事
務
所
長
面
会

（
役
場
指
江
庁
舎
）

22
日　

関
西
な
が
し
ま
会
会
長
面
会
（
長
島
町
役
場
）

23
日　

長
島
町
農
業
委
員
会
総
会
（
役
場
指
江
庁
舎
）

　
　
　

鹿
児
島
県
土
地
改
良
連
合
会
面
会
（
長
島
町
役
場
）

24
日　

出
水
保
護
区
保
護
司
会
研
修
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

25
日　

水
産
業
振
興
対
策
推
進
大
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

26
日　

鹿
児
島
出
水
会
第
42
回
総
会
（
鹿
児
島
市
）

28
日　

長
島
町
観
光
事
業
活
性
化
検
討
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

北
薩
地
域
振
興
局
長
面
会
（
長
島
町
役
場
）

29
日　

第
２
回
県
医
療
費
適
正
化
計
画
策
定
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

風
吹
き
て
木
の
葉
が
舞
い
散
る
ひ
ら
ひ
ら
と
季
節
の
移
ろ
い
感
じ
ら
れ
た
り　
　

３
年　

内
田　

拓
郎

真し
ん
く
い
ろ

紅
色
永
い
月
日
が
過
ぎ
た
と
き
ポ
ロ
ッ
と
落
ち
る
椿
の
花
か
な　
　
　
　
　
　

３
年　

加
納
千
朱
希

風
が
吹
き
寒
さ
が
し
み
る
冬
の
朝
苦
痛
な
が
ら
も
走
る
二
十
周　
　
　
　
　
　
　

３
年　

増
田　

芹
佳

秋
の
山
木
の
葉
の
色
も
変
わ
り
つ
つ
も
う
す
ぐ
来
る
よ
冬
の
気
配
が　
　
　
　
　

２
年　

永
岡　

幸
太

校
庭
の
砂
ま
き
あ
げ
る
冬
の
風
光
も
乾
き
人
も
減
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

武　

智
洋

あ
た
た
か
い
秋
の
ひ
だ
ま
り
ぽ
か
ぽ
か
と
黄
色
く
染
ま
り
光
る
い
ち
ょ
う
よ　
　

２
年　

切
通　

彩
夏

あ
た
た
か
い
陽
ざ
し
の
下も

と

で
友
人
と
話
す
だ
け
で
も
幸
せ
な
と
き　
　
　
　
　
　

２
年　

小
　

華
子

冬
空
に
寒
く
な
い
の
か
あ
の
鳶
は
上
へ
上
へ
と
勇
ま
し
く
飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　

１
年　

日
髙　
　

康

校
庭
の
銀
杏
の
木
は
黄こ

が
ね
い
ろ

金
色
風
に
ゆ
ら
れ
て
葉
が
空
を
舞
う　
　
　
　
　
　
　
　

１
年　

武　

篤
志

空
を
舞
う
鳥
た
ち
が
今
夕
暮
れ
の
太
陽
の
方
に
は
ば
た
い
て
い
っ
た　
　
　
　
　

１
年　

長
山　

貴
香

秋
の
風
吹
か
れ
て
舞
い
散
る
木
の
葉
達
終
わ
り
を
告
げ
て
ま
た
冬
が
来
る　
　
　

１
年　

山
角
茉
莉
花

　

平
尾
中
学
校
（
竹
下
精
一
校
長
＝
44
人
）
は
12
月

13
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
町
民
を

招
き
、「
地
域
の
人
に
学
ぶ
」
と
題
し
た
教
室
を
開
き

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
郷
土
料
理
や
お
茶
の
入
れ
方
、
歴

史
探
訪
、
短
歌
づ
く
り
な
ど
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

興
味
の
あ
る
教
室
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

長
島
短
歌
会
に
所
属
し
て
い
る
松
元
睦
子
さ
ん（
小

浜
）
が
講
師
と
な
っ
た
教
室
で
は
、
短
歌
づ
く
り
に

挑
戦
。
生
徒
た
ち
は
自
然
豊
か
な
「
な
が
し
ま
」
を

短
歌
に
込
め
、
若
々
し
い
感
性
と
伝
え
た
い
心
を
自

由
に
表
現
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
作
成
し
た
短
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

若々しい感性で
ながしまを表現

ながしま 8広報


